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各位 

 

遠鉄グループ 2023 年度中間決算について 

 
本年度は、コロナ禍により 3 年に亘って続いた多方面での制約が解除されたことで、人流が回復

し、景気が回復してまいりました。一方、エネルギー価格・物価高騰の継続等により、依然として先

行きが見通せない状況にあります。 

 このような状況の中、当社グループは運輸事業や観光事業において、回復する需要に応じてサ

ービス提供体制を整えてまいりました。自動車販売業においては、車両供給が正常化し販売台数

が増加いたしました。また、M&A により新たな事業エリアへの参入を果たし、新規サービスや商品

の提供によって収益の拡大に努めてまいりました。 

 当上半期における当社グループの連結業績につきましては、営業収益 1,015 億４千１百万円（前

上半期比 19.8％増加）、経常利益 37 億４千２百万円（前上半期比 159.7％増加）、中間純利益 22

億８千８百万円（前上半期比 188.5％増加）となりました。 

 今後の見通しにつきましては、引き続き運輸事業や観光事業における人流回復が見込まれ、自

動車販売業においては車両供給の正常化が見込まれます。加えて、浜松市では来年度に花博

2024 の開催やインバウンド需要の本格的な回復による、観光需要の盛り上がりが期待されます。 

 このような状況の中、当社グループの長期ビジョンである 2023 年のありたい姿「あってよかった遠

鉄グループ」の最終年度を締めくくると同時に、本年 11 月に迎えた創立 80 周年をひとつの節目と

し、未来に向けた新たな挑戦を続けてまいります。 

なお、2023 年度の年間連結業績につきましては、営業収益は 2,087 億円（前年同期比 11.9％増

加）、経常利益は 51億円（前年同期比 16.6％増加）、当期純利益は 28億円（前年同期比 55.9％増

加）となる見込みです。 

 

 

 

（別紙） 

（１）遠鉄グループセグメント別（事業別）の概況 

（２）業績推移（連結決算・セグメント別営業収益・セグメント別営業利益） 

（３）遠鉄グループ各社の主な事業内容  
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（１）遠鉄グループセグメント別（事業別）の概況 

① 運輸事業（鉄道事業、バス事業、タクシー事業、ロードサービス事業など） 

鉄道事業・バス事業・タクシー業におきましては、新型コロナウイルス感染症の５類移行によ

る外出機会の増加、各種イベントの再開や制限の撤廃、さらには大河ドラマ「どうする家康」の放

送開始も相まって、前年より利用人員が増加いたしました。中部国際空港行き直行バス e-wing

につきましては、旅行需要の回復に合わせ８月よりダイヤを９往復から 14 往復に増便し利便性

の向上に努めました。 

ロードサービス事業におきましては、車両投資や拠点拡大など需要に最大限応える体制を整

えたことで売上が伸長いたしました。 

以上の結果、運輸事業の営業収益は、61億４千７百万円（前中間連結会計期間比20.2％増加）

となりました。 

 

② リテールサービス事業（百貨店業、食品スーパー業)  

百貨店業におきましては、新型コロナウイルス感染症の５類移行後の行動制限緩和による、需

要回復に応じて、婦人服や化粧品の売上が増加いたしました。2023 年２月に遠鉄百貨店本館地

下にオープンした食料品売場の「えんてつグルメセレクト」では従来の商品に加え、人気パン屋さ

んの日替わりパンや地域最大級の品揃えの浜松餃子を取り揃えるなど新たな取り組みがご好評

をいただき、売上が増加いたしました。 

食品スーパー業におきましては、５月に掛川の大型複合ショッピングセンター「ミソラタウン掛川」

内に遠鉄ストア掛川高御所店とマツモトキヨシ掛川高御所店、７月に遠鉄ストア東伊場店が改装

オープンしました。また創立 50 周年企画などの販促強化により既存店舗の売上が好調に推移し

ました。 

以上の結果、リテールサービス事業の営業収益は、344 億２千４百万円（前中間連結会計期間

比 8.5％増加）となりました。 

 

③ モビリティサービス事業（自動車販売業、石油製品販売業)  

自動車販売業におきましては、国内車両供給増加を背景とし、過年度より続いていた納車待ち

の状況が大きく改善したことで、新車販売台数が増加いたしました。４月にはスズキ車の正規販売

店として「スズキアリーナ寺脇店」を新規出店、また同月「（株）青山商会」の株式を取得し二輪販

売事業に参入いたしました。従来の販売ラインナップに軽自動車やオートバイを加えたことで、お

客様のニーズに応え、さらなる販売拡大に努めました。 

石油製品販売業におきましては、８月にカーコーティング専門店として２店舗目となる「キーパ

ープロショップ住吉バイパス店」をオープンいたしました。外出需要の高まりに伴い、ガソリンスタン

ド売上も順調に推移しました。 

以上の結果、モビリティサービス事業の営業収益は、426 億７千２百万円（前中間連結会計期

間比 35.9％増加）となりました。 

 

④ 不動産事業（不動産業、建設工事業） 

不動産業におきましては、分譲住宅事業において政府の「こどもエコすまい支援事業補助金」

の活用を促す営業戦略により、販売棟数が伸長いたしました。 

以上の結果、不動産事業の営業収益は、64 億９千１百万円（前中間連結会計期間比 0.3％増

加）となりました。 



 

⑤ ウェルネス事業（介護事業、保険代理業、旅行業、ホテル業など） 

介護事業におきましては、昨年度オープンした豊橋市内３拠点目となる「ラクラス豊橋牟呂デイ

サービス」が多くのお客様にご利用いただき、豊橋市内でのラクラスの認知度や、ラクラスの取り

組みに対する信頼度が上がってきたことを表す結果となりました。 

旅行業におきましては、新型コロナウイルス感染症の５類移行による外出機会の増加に伴い、

バンビツアーの日帰りコース、宿泊コース共にご利用者様が大幅に増加いたしました。 

ホテル業におきましては、浜松が大河ドラマ「どうする家康」の舞台となったことによる観光客の

増加に加え、ウェルシーズン浜名湖では昨年度末に「ことっこ広場」をオープンしたことや、「ウェ

ルカムベビーのお宿」認定を受けるなど、新たな客層を獲得する取り組みに尽力いたしました。ま

た、ホテルコンコルド浜松の宴会事業におきましては、宴会需要の高まりや同窓会利用が増えた

ことで好調に推移しました。 

以上の結果、ウェルネス事業の営業収益は、62 億４千７百万円（前中間連結会計期間比

15.8％増加）となりました。 

 

⑥ その他の事業 

（自動車運転教習業、ビル管理業、業務請負業、情報サービス業、ソフトウェア開発業など） 

自動車運転教習業におきましては、高齢者講習センターの需要増加に応じて、受講可能日程

数を増加させたことで利用者数が増加し、売上が伸長いたしました。 

以上の結果、その他の事業の営業収益は、55 億５千６百万円（前中間連結会計期間比 19.9％

増加）となりました。 

 

  



（２）業績推移 

① 連結決算 

（単位：百万円） 

 中間 年間 

 
2022 

年度 

2023 

年度 
前年比 

2022 

年度 

2023 

年度 

（見込） 

前年比 

営業収益 84,735 101,540 119.8% 186,527 208,700 111.9％ 

営業利益 1,122 3,389 302.1% 3,720 5,600 157.0％ 

経常利益 1,441 3,742 259.7% 4,375 5,100 116.6％ 

当期純利益 793 2,288 288.6% 1,796 2,800 155.9％ 

 

② セグメント別営業収益 

（単位：百万円） 

 中間 年間 

 
2022 

年度 

2023 

年度 
前年比 

2022 

年度 

2023 

年度 

（見込） 

前年比 

運輸事業 5,115 6,147 120.2% 11,037 12,400 112.3％ 
リテールサービス事業 31,729 34,424 108.5% 64,521 69,400 107.6％ 
モビリティサービス事業 31,390 42,672 135.9% 74,097 83,200 112.3％ 

不動産事業 6,469 6,491 100.3% 15,452 20,200 130.7％ 

ウェルネス事業 5,396 6,247 115.8% 11,215 12,200 108.8％ 

その他の事業 4,633 5,556 119.9% 10,203 11,300 110.8％ 

 

③ セグメント別営業利益 

（単位：百万円） 

 中間 年間 

 
2022 

年度 

2023 

年度 
前年比 

2022 

年度 

2023 

年度 

（見込） 

前年比 

運輸事業 △321 60 - △539 100 - 
リテールサービス事業 460 673 146.3％ 653 800 122.5％ 
モビリティサービス事業 67 1,095 1,614.2％ 1,170 1,700 145.3％ 

不動産事業 451 361 79.9％ 1,163 1,300 111.8％ 

ウェルネス事業 182 451 247.4％ 446 700 157.0％ 

その他の事業 201 549 309.3％ 673 1,000 148.6％ 

 

（注）金額は、百万円未満を切り捨て表示しております。 

 



（３）遠鉄グループ各社の主な事業内容（2023年10月1日現在） 

事 業 区 分 事 業 内 容 主 要 な会社 

運 輸 事 業 

鉄道事業 遠州鉄道(株) 

一般乗合旅客自動車運送事業 遠州鉄道(株) 

一般貸切旅客自動車運送事業 遠州鉄道(株) 

自家用自動車運行請負業 遠州鉄道(株) 

自動車整備業 遠州鉄道(株)、日之出自動車工業(株) 

一般乗用旅客自動車運送事業 遠鉄タクシー(株) 

一般貨物自動車運送事業 日之出自動車工業(株) 

リテールサービス事業 

百貨店業 (株)遠鉄百貨店、(株)遠鉄百貨店友の会 

食品スーパー業 (株)遠鉄ストア、㈱古田屋 

モビリティサービス事業 

自動車販売業 

遠州鉄道(株）、静岡トヨタ自動車(株)、 

(株)青山商会 

自動車賃貸業 (株)トヨタレンタリース浜松 

石油製品販売業 遠鉄石油(株) 

不動産事業 

不動産業 遠州鉄道(株) 

建設工事業 遠鉄建設(株) 

ウェルネス事業 

介護事業 遠州鉄道(株)  

保険代理業 遠州鉄道(株) 

旅行業 遠州鉄道(株)  

ホテル業、遊園地事業 遠州鉄道(株)、遠鉄観光開発(株) 

その他の事業 

自動車運転教習業 (株)遠鉄自動車学校 

ビル管理業、業務請負業、 

健康スポーツ業、食品検査事業 

遠鉄アシスト(株) 

情報サービス業 遠鉄システムサービス(株) 

ソフトウェア開発業 遠鉄ベトナム(有) 

グループ会社数 17社（遠州鉄道含む） 


